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海賊版サイト、日本国内からのアクセス 2021年12月 上位10サイト月間アクセス数（一社ABJ調べ／simillarwebによる）

順位 サイト名 URL 9月
（単位＝万）

10月
（単位＝万）

11月
（単位＝万）

12月
（単位＝万） 11月→12月 態様

1 13200 15560 17810 18350 103%オンライン／ベトナム系

2 7618 9116 10750 11630 108%オンライン／ベトナム系

3 2099 2238 2228 2319 104%ダウンロード／リーチサイト

4 2029 2086 1992 2118 106%ダウンロード／トレント

5 1621 1575 1523 1607 106%ダウンロード／リーチサイト

6 807 オンライン

7 533 532 519 587 113%ダウンロード／リーチサイト

8 253 243 244 434 178%オンライン／ベトナム系

9 440 424 330 401 122%オンライン／ベトナム系？

10 53 73 254 398 157%オンライン

合計 35954 39771 35650 38651 108%漫画BANK閉鎖後、
他サイトが伸長、大幅増

ベトナム系合計 21258 25100 28890 30815 115%ベトナム系合計 増加続く
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日本国内からのアクセス

海賊版上位10サイト合計の月別変化
（一社）ABJ提供／similarweb調べ
単位＝万 （「40000」＝4億）

２０２０年４月７日
初の緊急事態宣言

10サイト合計が4億越え
漫画村最盛期の４倍
（※漫画村の最盛期＝月間約1億）

漫画BANK閉鎖

※海外向けの各国語に翻
訳された海賊版サイトは
この数字に含まれず
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上位サイトのうち試算可能なサイトで
タダ読みされた金額

2020年年間＝約2100億円
2021年年間＝約1兆19億円

（2021年12月単月＝約１１２１億）

※【漫画BANK】でタダ読みされた金額
2019年末開設時から2021年10月まで＝約２０８２億

※【漫画村】でタダ読みされた金額＝約3200億
（CODA調べ）

※マンガの紙・電子をあわせた正規の市場規模＝6126億円
（２０２０年度 出版科学研究所調べ）

仮に、1割の海賊版ユーザーが正規版を購入するようになれば
1000億円の売り上げ増、1％としても100億円、

正規版への売上の影響として、決して無視できない金額となる
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【参考】おもだった英語翻訳海賊版サイト 2021年12月月間アクセス数
（一社ABJ調べ／simillarwebによる）

順位 サイト名 URL 月間アクセス数
（全世界から） 国別1位 国別2位 国別3位

1 2億2940万 アメリカ
34.67％

フィリピン
6.04％

カナダ
3.99％

2 1億5990万 アメリカ
31.41％

フィリピン
5.86％

インドネシア
5.82％

3 9511万 アメリカ
18.43％

フィリピン
7.02％

タイ
5.98％

4 7708万 アメリカ
36.11％

フィリピン
5.59％

フランス
4.58％

5 4056万 アメリカ
11.78％

インドネシア
8.08％

ブラジル
6.46％

５サイト合計で約６億アクセス
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一般社団法人ABJの対策 3本柱

①STOP! 海賊版キャンペーン

②ABJマーク

③海賊版サイトリストの作成、利活用

出版個社でできないことを実施

逆に削除要請、訴訟などは個社の役割
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①STOP! 海賊版キャンペーン
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★24作品バナー 海賊版を検索した人にメッセージバナー広告を表示。海賊版視聴者が多い
YouTube、海賊版サイト情報のやりとりが多いTwitterを中心に出稿
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②ABJマーク

• 正規サービスであることを示すABJ
マークを策定、掲示、普及啓発

• 2021年12月現在、200事業者、
820サービスで掲示
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③海賊版サイトリストの作成、利活用

・青少年フィルタリングに海賊版サイトを登録。子供たちのアクセスを防止

・セキリュティソフトに登録し、海賊版サイトにアクセスしようとすると警告

・広告出稿停止（CODA経由）

・検索エンジンでの表示抑止（CODA経由）

・コミュニティサイトでの海賊版サイトへのリンク掲載防止

現在、（一社）ABJで把握している海賊版サイトは約900
悪質なものから順に、証拠を保全して海賊版リストに掲載・提供
約450サイトがリストに掲載されている
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検索事業者との協力も実施中

• ヤフーの検索エンジンで海賊版関連の語句で検索すると↓

• Googleのアドグランツでも

同様の取り組み
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もちろん各出版社の努力も継続中

・削除要請は、集英社だけで月に10万

・海外での情報開示請求等の訴訟提起

・警察と連携して刑事事件化（水面下で常に動いてます）

・成果としては、鼠絵漢化組の摘発、
hoshinoromi.org、漫画BANKの閉鎖など
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「漫画村」事件以降、多方面の協力を得て、
様々な対策を積み重ねた

しかし…

現在、漫画村の４倍の月間アクセス数
タダ読みされた金額も３倍
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現状の問題点

• 海賊版サイトの運営は、ほとんどが海外拠点
• 利用しているネットサービスも広告事業者も含めてすべて海外企業
• 開示請求しても、有効な運営者情報が出ないケースがある
• 開示請求で運営者を特定しても現地捜査機関が鈍い、動かない
• 広告出稿が止まらない。不法行為を厭わない
海外の広告事業者の存在。日本ではNGな
強烈なアダルト系の広告や、オンラインカジ
ノの広告など
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海賊版ユーザーへのアプローチも課題

• ユーザーの意識変容→日本の４億アクセスどう減らすか

• それ以上と推測される海外の漫画ファンの正規版への誘導、意識変容

• 特に海外に関しては、正規版の質・量とも課題

「MANGA Plus by SHUEISHA」「global.bookwalker.jp」など正規
サービスのさらなる充実

「漫画村」以降、コロナ禍での巣籠もり、海賊版が爆発的に拡大している現在の

国内、国外の海賊版ユーザーの実態把握が必要
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